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出所)全国市長会(帽)[2003] r日本都市年鑑平成15年版』第一法規 出所)輯務省統計局(嗣)[2010] r統酔でみる市匡町村のすがた2010J










































2次産業 39，120人 (32.1%)、第 3 次産業
表3 大阪府等との比較
第 6・7合併号 (2010年 10月)







2006年 10月 1日の平成 18年事業所・企業
統計調査の結果、事業所数は、 12，807箇所
































都府県名 年 事量所数 従章者敏 製造品出荷額等 事聾所当り額従軍者当り額{箇所) {人) (百万円} {百万円) {百万円)
大阪府 2007年 23，533 532，460 17，961，504 763 
八尾市 2007年 1，841 35，027 1，319，338 717 
車車都 2007年 18，681 371，206 10，638，260 569 
神喪川県 2007年 10，823 435，767 20，201， 158 1，867 
量知県 2007年 21.768 876，351 47，482，703 2， 181 
出所)大阪府立産推開発研究所(編・発行)[2009] r2009年度版 なにわの経荷
データ 統計でみる大阪経清の現状』等より筆者作成.
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出所〕大阪府輯務部艦計課[2008]r平成18年事
業所企業統計調査精呆[確報1大阪の事業所・
企業』大阪府より筆者作成.
八尾市における地域経済分析(横山)
ることが、産業の特性である eとしている。
分析結果等からも考察されるように、八尾
市の産業において製造業は、質的経済力、事
業所・従業者の割合においても、特性がある
といえるのではないか。
4 今後の課題・方向性
縮小とは、単なる量的縮小ととらえるので
はなく、産業集積のどの部分が、 Eの程度減
少しているのか、それは従来産業集積がもっ
ていたメリットに rのように影響を与える
ことになるのかな E考えていかなければな
らない問題は多い九
これまでの比較・分析の結果からは、八尾
市の地域経済の特性は、製造業であることが
考察されるが、製造業と他の産業の関連がど
うなのかという考察も必要であろう。
産業連関については、大阪府、大阪市は産
業連関表を作成しているが、八尾市をはじめ
多くの自治体は産業連関衰を作成していな
い。大阪府や大阪市のように膨大なデータを
収集し、分析しなければならないが、できれ
ば作成していく方がよいのではないかと考
えている。作成手法については、ご教示いた
だければ幸いである。
今日のように、大阪の地域経済が大きく縮
小した要因は、大阪府や大阪市が大阪の産業
的個性にあった独自の地域産業政策を展開
してこなかったことも考えられるとの岡田
の見解aもある。
八尾市の特性を活かした、地域経済に対す
る政策を行っていくことが重要であるとい
うことを示唆しているものと考える。八尾市
の産業的個性、特性は、製造業を中心とした
中小企業が地域経済活性化の鍵であると考
えられる。
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